
　資金の運用においては、日銀の低金利政策により定期預金等の利率が低い状況
であったが、運用への資金配分や運用期間を見直し、できるだけ多くの資金を長い
期間運用できるように努めたことにより、前年度よりも収益が増加した。また、債権に
ついては、これまで２年間の運用が限度であったが、２０年までの運用を可能とする
規程の整備を行なった。

－

今後の
業務の
進め方

　公金の運用には、安全性の確保、流動性の確保、効率性の追求に努めている。
しかしながら、日銀の低金利政策により、金利が年々低下している状況であり、定期預金による運用では収益を確保することが難しくなってきている。長期
債券運用は定期預金に比べ収益性が高いことから、今後、長期債権の運用を実施していく。
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緊急事態

越阪部　一

公金を安全・確実・効率的に運用するため、金融情勢の的確な把握に努め
る。

公金運用においては、運用資金を多くすること、運用期間を長くすることが、収
益性を上げるため、適正な資金残高の予測に努める。

評価
理由
及び
対応
策

⑧
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

⑥
改
善
点

健全な財政運営

少ない ほとんどない
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　 項目名 項目説明

成果指標 利息の収益性 前年度収益額との対比

目標達成状況 どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています
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項目名 項目説明

活動実績

歳計現金等収入額 預金などによる収益額（利息、利回り）

基金の属する現金収入額 預金などによる収益額（利息、利回り）
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業務の具体的な内容及び実施方法

　歳計現金、歳入歳出外現金は、日々の支払いにあてるための資金としていることから、原則的に普通預金で保管することとしている。収入や支払いの金額及び時
期を考慮して資金に余裕がある期間については定期預金などにより運用する。
　また、基金についても、原則的に普通預金で保管することとするが、支払資金への繰替運用や基金の取崩しなどを考慮して定期預金や債券などによる運用を行
ない、低金利時代においても安全で効率的な運用を図る。
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章 行財政運営 財政運営節

公正で合理的かつ能率的な市の行政運営確保のため、地方自治法及び所沢市会計管理規則等の関係法規に基づく会計管理者の権限に属する公金の保管・運
用を確実かつ効率的に行う。
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